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【気道閉塞について】
気道閉塞は「上気道閉塞」である事が多く、完全閉塞・不完全閉塞に分類できます。
完全閉塞（＝窒息）では緊急度が非常に高く、生命の危機的状態であり、
最優先の対処が必要となります。

【気道狭窄・閉塞の原因】
・異物による窒息（喀痰、吐物、食物、義歯など）
・喉頭の疾患（咽頭浮腫、腫瘍、炎症、痙攣など）

声掛けに対して反応（発語・返答）の有無、顔色は悪くないか、万国共通の窒息
のサイン（チョークサイン）の有無

気道内異物による気道閉塞
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③バイタルサイン（SpO₂を含む）
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気道閉塞は、分、秒を争う緊急事態です！！
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